
別紙

一般 小規模
500万円を超える 500万円未満

1 工事概要 □ □

2 計画工程表 □ □

3 現場組織表 □ □

4 安全管理 □ □

5 緊急時の体制 □ □

6 交通管理 □ □

7 主要機械 □ □

8 主要資材 □ □

9
施工方法（仮設
計画、工事用地
等を含む）

□

工程管理 工程管理の方法を記載する。

出来形管理
品質管理

施工管理基準及び仕様書に基づき当該工事等に必
要な測定項目、試験項目を記載する。
主要なものは試験方法、管理方法、試験場所等も
記述する。維持作業は別途考慮する。

写真管理 施工管理基準に基づき撮影し記録を作成する。

11
環境計画

（現場作業環境
整備）

□

12
建設副産物の
利用処理計画

□ □

13 その他 □

工事規模によるチェック項目

事項

施 工 計 画 書 の 内 容 区 分

実施工程表にあたって考慮した主要機械の機種、性能、台数等に関
する一覧表を作成する。

使用する主要資材の品名、規格、数量及び必要に応じて会社名等を
記載した一覧表を作成する。

主要工種について、工事の安全を考慮して施工順序等を記載する。
一般的な施工方法は省略するが、他工事との関係調整、地下埋設物
件の対策、用排水調査、他官公庁との協議、工事公害に対する配
慮、地元への周知、苦情に対する措置方法等は必要に応じ記述す
る。

内容

10 施工管理

契約図書に基づき工事概要を記載する。

バーチャート又はネットワークにより作成する。
曲線式工程表を付加する。
契約図書により必要な管理者（責任者）を定め組織表及び施工体系
図を作成する。
責任者は夜間の連絡先を記載する。

安全委員会の構成又は安全管理組織表を作成する。
安全活動の方針、安全対策、事故発生時の措置（連絡方法等）及び
安全訓練等の実施について記載する。
⼤⾬、出水、強⾵等の異常気象時における作業現場の防災管理体制
と災害発生時の対策及び作業現場内において事故発生又はその恐れ
がある場合の体制と対策等について記述する。
緊急時の連絡系統、連絡方法を系統図で表示する。

当該工事に伴う交通対策と交通処理等について記載する。

□

環境対策は地域住⺠及び第三者との連絡、建設工事の公害、規制等
の実施事項を記述する。
現場作業環境の整備についても記述する。

再生資源に関する法律に基づき、建設副産物にかかる利用促進及び
処理計画に関する事項を記載する。

設計図書で施工計画書に明記又は記載するよう指示されているもの
及び監督員の支持事項を記載する。


